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誤字ひとつ見つけて涼しかりけるよ 2019. 5. 4

誤字ひとつ見つけて涼し書庫の奥 2019. 5.14

誤字ひとつ見つけ涼しき机かな

誤字ひとつあつて涼しき机かな

2019. 5.16

誤字ひとつ見つけて涼し文机

誤字ひとつありて涼しき机かな

2019. 5.17

誤字ひとつ見つけて涼し脱稿す 2020. 7.25

誤字ひとつ見つけて涼し恐ろしき 2020. 7.26

蟷螂の斧ふりあげし涼しさよ

涼しさや蟷螂の子が斧ふりあげ

涼しさや蟷螂の子が斧を挙ぐ

涼しさや蟷螂の子が鎌を挙ぐ

涼しさや斧ふりあげし子蟷螂

涼し

涼しさや斧勇ましき子蟷螂

2020. 7.22

立ち並ぶ入道雲や船の旅 2020. 8. 1

競ひ立つ入道雲や船の旅

のびのびと入道雲や船の旅

白妙の入道雲や船の旅

2020. 8.15

残塁に継ぐ残塁や雲の峰

雲の峰

残塁のゼロ積み上げて雲の峰

2020. 8.10

寝落ちたる後部座席に西日かな 2020. 7.27

姉妹寝ねし後部座席に西日かな

子ら寝ねし後部座席に西日かな

子ら眠る後部座席に西日かな

子らの眠る後部座席に西日かな

西日

子らの眠る後部座席の西日かな

2020. 8.15

舗装路に土の香のなき水を打つ打水

打水の句を念じつつ水を打つ

2020. 8. 8

素麺に紅一点のさくらんぼ 2020. 4.26

素麺に願ひの糸の如き赤 2020. 8. 4

素麺

素麺に願ひの糸のやうな赤 2020. 8.15

白すがし四角つつまし冷奴

白きよく四角つつまし冷奴

白きよし四角つつまし冷奴

2020. 5.19

冷奴まづ直角を崩したり

一角を崩してよりの冷奴

冷奴まづ一角を食されて

冷奴まづ一角が口の中

直角をいくつ散りばめ冷奴

一角に箸を付けたる冷奴

直角を散りばめて冷奴なり

2020. 7.28

山の湯のこれが自慢の冷奴

冷奴

湯の宿の清水で冷やす冷奴

2020. 7.14

パックリと背の割れたる水着かな 2020. 5.22水着

蝉の背も水着の背もぱつくりと 2020. 7.27

裸 湯殿にて黴と闘ふ裸かな 2020. 7.26

揚羽蝶 パカと開ける缶ペンケース黒揚羽 2020. 8. 6

パカと開く缶ペンケース兜虫

パカと開ける缶ペンケース兜虫

パカと開けるペンケースより兜虫

2020. 8. 6兜虫

缶ペンケースパカと開ければ兜虫 2020. 8. 8

天道虫 半球は天文台と天道虫 2020. 8. 4

パカと開ける缶ペンケース夏の蝶 2020. 8. 6

ぱかと開ける缶ペンケース夏の蝶 2020. 8. 9

夏の蝶

ぱかと開く缶ペンケース夏の蝶 2020. 8.10

蝉の殻よりも大きな蝉が出る 2020. 7.27

蝉の殻よりも大きな蝉が出て

蝉の殻よりも大きな蝉が出た

蝉の殻よりも大きな蝉生るる

蝉の殻よりも大きな蝉である

蝉の殻よりも大きな蝉として

蝉の殻よりも大きな蝉となり

窮屈な殻を抜け出し蝉大き

窮屈な殻より蝉の抜け出しぬ

窮屈な殻をぬるりと蝉出づる

空蝉

窮屈な殻をぬるりと抜けし蝉

2020. 7.28
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一輪の月を寿ぐ月見草 2020. 6. 4

一輪の月を掲げて月見草 2020. 7.28

雨に咲き月のなき夜の月見草

一面に月のなき夜の月見草

2020. 6. 4

雨に咲く月のなき夜の月見草 2020. 7.28

月見草

しみじみと月のなき夜の月見草 2020. 8.15


